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^ ♦本機の上に花瓶など';イタ体の 
胃 入ったちのを置かないでくだ 

さい。こぼれたり、中に入っ 
た場合、火災.感電の原因と 
なります。 

レーザー光を見つめない 

べ^ ♦ピックアップのレーヴー光 
じ^ を見つめないでください。 

視力障害の原因となりま 
す。 

歩行中、運転中は使用しない 

♦歩行中や、車の運転中に使 
用しないでください。交通 
^ 事故の原因となります。 


A 警告 

巧瓶などを上に置かない 


電波について 


まを上のごま意 

このたびは、カシオ製品をお買い上げいただきまして、まことにありびとうございます。ご使用にな 
る前に、必ずこの「安全上のごミ主意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

■絵表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品をま全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へのち善や 
財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。その意味は次のよラになっています。 


■絵表示の例 


A 筒埃 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ盾険 
びさし迫って生じることび想定されるの容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ危険 
び想定されるの容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負ラを険が想定され 
るの容および物的損害のみの発生が想定される巧容を示しています。 


A 記号は「気をつけるべさこと」を意巧してしほす(左の例は感電注意)。 


$ 

Q 記号は r してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近くの表 
おは、具体的な禁止内容でず(ちの例は9解禁止)。 

處 

• 記号は r しなければならないこと」を意なしています。この記号の中の表 
おは具体的な指あ内容です(左の側は電源プラグをコンセントから抜く）。 


は下機れ使をれ 
さて本さず響そ 
とつに止わ影お 
る従時禁従にる 
すに陸はに置び 
用示着と示装な 
使指離こ指行つ〇 
での、る。運にす 
内社ですすと故ま 
機会。法用まる事り 
空空い空使いすえあ 
航航さ航をて用与び 
参 

〇 
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A 警告 

落とさない、ぶつけない 


分解-改造しない 


运 


本機を落としたときなど、 
破損したまま使用すると火 
災-感電の原因となりま 
す。すぐに次の処置を行っ 
てください。 

1. を電源スイッチを切る。 

2. AC アダプター使用時は 
プラグをコンセントから 
巧く。 

カー アダプター使巧時は 
シガレットライターソ 
ケットから巧く。 

3. お買い上げの販売店また 
はカシオテクノ修理相談 
窓口に連絡する。 

煙、臭い、発熱などの異常について 

4と♦煙び出ている、へんな臭い 
^ びする、発熱しているなど 
の異常状態のまま使用する 
と、乂災-感電の原因とな 
ります。すぐに次の処置を 
行ってください。 

1. を電源スイッチを切る。 

2. AC アダプター使用時は 
プラグをコンセントから 
巧く。 

カー アダプター使用時は 
シガレットライターソ 
ケットから巧く。 

3. お買い上げの販売店また 
はカシオテクノ修理相談 
窓口に連絡する。 

落雷について 

® 参雷び鳴りだした b アンテナ 
線 や A C アダプターの 差し 
込みプラグには触れないで 
ください。感電の原因とな 
ります。 




I 本機を分解-改造しないで 
ください。感電-やけど- 
けびをする原因となり ま 
す。 

♦内部の点検-調整-修理は 
お買い上げの販売店または 
カシオテクノ修理相談窓口 
にご依頼ください。 

义中にお入しない 

^参本機および U モコンを火中に 
じ^ 巧入しないでください。破裂 

による火災-けびの原因とな 
ります。 

水の中に入れない 

0 ♦水の中で使用すると感電の 
原因となります。また、水 
の中に落ちるおそれのある 
場所に置かないでくださ 
し、。水の中に落としたまま 
放置すると感電の原因とな 
ります。 

水や金属が入日ないように 

♦水、液体、異物(金属片など)び 
本機内部に入ると、火災•感電 
の原因となります。すぐになの 
処置を行ってください。 

1. を電源スイッチを切る。 
2. AC アダプター 使用時は 
プラグをコンセントか b 
巧く。 

カー アダプター使用時は 
シガレツトライターソ 
ケットから巧く。 

3. お買い上げの販売店また 
はカシオテクノ修理相談 
窓口に連絡する。 

-雨天、隋雪中、巧岸、水 
辺での使用は特にごミ主意 
ください 


〇 




A 1 

f 告 



水まわりで使用するとを 

電池の取り換え 

〇 

参風呂、シャワー室など水ま 

〇 

参内蔵充電池や U モコンの電 

わりでご使用の際は、必ず 

池交換時に、水や雨び入日 


内蔵充電池を使用してくだ 


ないよラにしてください。 


さい。 AC アダプターやカー 


乂災や感電の原因となりま 


アダプターをご使用になる 


す。 


と感電の原因となります。 

〇 

参1」モコンの電池フタを取り 

〇 

♦端モカバーを確実に□ック 

外した場合、ルさなお子様 

してください。火災や感電 


びあやまって飲むことびな 


の原因となります。 


いよラに、幼児の手の届か 


湿気のをい場所に放置しない 

^ ♦風呂やシャワー室など、湿 
じソ 気の多い場所には長い時間 

放置しないでください。乂 
災や感電の原因となりま 
す。 

外部機器の接続 

〇 ♦端モカバーの開閉時に、水 
や雨び入らないよラにして 
ください。乂災や感電の原 
因となります。 

内蔵充電池について 

〇 ♦内蔵充電池は使いかたを誤 
ると液ちれによる周囲のミち 
損や、破裂による火災•け 
びの原因となります。次の 
ことは必ずお守りくださ 
い。 

-分解しない、ショートさ 
せない 

-加熱しない、乂の中に投 
入しない 


〇 


し、。万一、おモ様び飲み込 
んだ場合は、ただちに医師 
と相談してください。 

ボタン電池について 

♦ボタン電池は使いかたを誤 
ると液ちれによる周囲のミち 
損や、破裂による乂災•け 
びの原因となります。なの 
ことは必ずお守りくださ 
い。 

-分解しない、ショートさ 
せない 

-加熱しない、火の中に投 
入しない 

-極性 ((+) と （-) の向き） 
にミ主意して正しく入れる 
♦ U モコンに使用しているボ 
タン電池を取りがした場 
合、ルさなお子様びあや 
まって飲むことびないよラ 
に、幼児の手の届かないと 
ころへ おいてください。万 
一、 おモ様び飲み込んだ場 
合は、ただちに医師と相談 
してください。 


〇 




A 警告 


AC アダプターについて 


〇 


〇 


> AC アダプターは 使いかた 
を誤ると、乂災-感電の原 
因となります。なのことは 
必ずお守りください。 

. 必ず本機付属品を使用す 
る 

-電源は、 AC 10 0 V 
(已 0/60Hz) のコンセン 
卜を使用する 

- ] つのコンセントにいく 
つちの電気製品をつな 
ぐ、いわゆるタコ足配線 
をしない 

. プラグは年]回じ(上コン 
セントか日巧いて、プラ 
グの刃と刃の周辺部分に 
ほこりびたまらないよラ 
に清掃すな 

> AC アダプターは 使いかた 
を誤ると、傷びついたり破 
損して、乂災-感電の原因 
となります。：欠のことは必 
ずお守りください。 

-重いちのをのせたり、加 
熱しない 

-加工したり、無理に曲げ 
ない 


-ねじったり、引っ張ったり 
しない 

-電源コードやプラグび傷 
んだらお買い上げの販売 
店またはカシオテクノ修 
理相談窓口に連絡する 
♦濡れた手で A C アダプター 
に触れないでください。感 
電の原因となります。 

♦ AC アダプターは 水のかか 
日ない状態で使用してくだ 
さい。水びかかると乂災や 
感電の原因となります。 
♦ AC アダプターの上に 花瓶 
など液体の入ったちのを置 
かないでください。水びか 
かると乂災や感電の原因と 
なります。 

電源について 

♦指定(外の電源は使わない 
じソ でください。 

故障や乂災などの原因とな 
ります。 

♦電源コードを AC アダプ 
心 ター本体にききつけたりし 
ないでください。傷びつい 
たり破損して、火災•感電 
の原因となります。 





A 注意 


置さ場所について 

^ ♦本機を;欠のよラな場所に置 
じ^ かないでください。乂災 • 
感電の原因となることびあ 
ります。 

-湿気やほこりのをい場所 
-調理台のそばなど油煙や 
湯気び当たるよラな場所 
-じゅラたんや布団の上 

不安定な場所に置かない 

0 参ぐ日ついた台の上や高い棚 
の上など、不安定な場所に 
置かないでください。落ち 
たり、倒れたりして、けび 
の原因となることびありま 
す。 

AC アダプターについて 

〇 ♦AC アダプターは使いかたを 
誤ると、 火災 .感電の原因と 
なることびあります。次のこ 
とは必ずお守りください。 

-電源コードをストーブな 
どの熱器具に近づけない 
-プラグを巧くときは、電 
源コードを引っ張らない 
(必ずうラグ本体を持っ 
てあく） 

-プラグはコンセントの奥 
まで確実に差し込む 
-長期間使巧しないときは 
プラグをコンセントから 
抜く 

電源コードについて 

^ ♦電源コードを熱器具に近づ' 
W けないでください。コード 
の被ふくび;'容けて、乂災 • 
感電の原因となることびあ 
ります。 


内蔵充電池について 

〇 ♦内蔵充電池は使いかたを誤 
ると液ちれによる周囲のミち 
損や、破裂による火災•け 
びの原因となることびあり 
ます。次のことは必ずお守 
りください。 

-本機で指定されている専 
用充電池じ(外は使用しな 
い 

-長時間使用しないとさ 
は、を電源スイッチを切 
る 

^ ♦充電の際に所定時間を超えて 
じソ ち充電び完了しない場合に 

は、充電をやめてください。 
火災や、発熱-破裂によるけ 
びの原因となります。 

ボタン電池について 

〇 参ボタン電池は使いかたを誤る 
と液もれによる周囲の巧損 
や、破裂による火災-けびの 
原因となります。次のことは 
必ずお守りください。 

-本機で指定されているボタ 
ン電池 L ソがは使用しない 
-長時間使用しないときに 
は、I」モコンのボタン電 
池を取り出してください 

〇 参 U モコンに使用しているボタ 
ン電池を廃棄する場合は、 
(+) と （-) それぞれにビニー 
ルテープなどをまいてショー 
卜しないよラにして<ださ 
し、。廃棄は各自ミ台体の回収ち 
法に従ってください。 




^ ♦アンテナコードを、風呂の 
じソ お湯(水)の中に浸けないで 

ください。落雷により火災 
や感電の原因となります。 


♦アンテナコード(別売品)使用時のご注意 


A 注意 


0 


0 


表示画面について 

参表术曲回の；夜晶•/ くネルを強ぐ 
巧したり、強い衝撃を与えな 
いでください。液晶パネルの 
ガラスび割れてけびの原因と 
なることびあります。 

• 液晶 y (ネルび割れた場合、 
パネル内部の液体には絶巧 
に触れないで<ださい。皮 
膚の炎症の原因となるしと 
びあります。 

-万一、口に入った場合 
は、すぐにラびいをして 
医師に相談してください 
-目に入ったり、皮膚に付 
眉した占 n は、/有;きな) jiC 
水で最低] 5分 LU 上洗ミき 
したあと、医師に相談し 
てください 

ディスクのご使用について 

^ ♦ひび割れ、変形していたり 

じソ 接着剤などで補修したディ 

スクは使用しないでくださ 
し、。ディスクはプレーヤー 
内で高速回転しますので飛 
び散ってけびや故障の原因 
となることびあります。 


へッドホンのご使用について 

S ♦へッドホンをご使用になる 
とさは、音量を上げすざな 
いようにしてください。ち 
を刺激するよラな大さな音 
量で長時間続けて聴くと、 
聴力に悪い影響を与えるこ 
とびあります。 

ディスクドアを閉めるとさについて 

A 参ディスクドアを閉めると 
赵 き、手を入れないでくださ 
し、。手をはさみ、けびの原 
因となることびあります。 
特にルさなお子様のいるご 
家庭ではごミ主意ください。 

持ち運びのとを 

〇 ♦本機を移動させる場合は、 
AC アダプター および接続し 
たコードを、すべて外して 
ください。 火災 .感電の原 
因となることびあります。 
^ ♦人混みの中では、アクティブ 
じソ アンテナを使用しないでくだ 

さい。アクティブアンテナび 
目等に当たり、けびの原因と 
なることびあります。 

お手入れのとさ 

A ♦お手入れの際はプラグをコ 
^ ンセントか日抜いて行って 

ください。乂災-感電の原 
因となることびあります。 


告 

警 

A 


アいとのテだ感 
やな因面ンくや 
機れ原壁アで災。 
本触の、部い乂す 
日は電を外なりま 
たに感ドやしより 
しド。一子続にな 
出-い。 n 端接雷と 
り n さすナナ接落因 
鳴ナだまテテ直。原 
びテくりンンにいの 
雷ンでなアアナさ電 


® 0 
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参カーアダプター (別売品）に関するごま意 


A1 

!告 



0 

♦本機を、前方の視界を巧げ 

0 

♦本機は DC ] 2 V (—）マイナ 

る場所やステア U ング•シ 

スアース車専用です。大型 


フトレバー•ブレーキぺ夕 


トラックや寒;令地仕様の 


ル等の操作を巧げる場所な 


ディーゼル車などの 2 4 V 


ど運転に支障をさたす場 


車では使用しないでくださ 


所、同乗者に危険をおよぼ 


し、。乂災-感電の原因とな 


す場所には置かないでくだ 


ります。 


さい。交通事故やケガの原 

〇 

♦必ず指定のカーアダプター 


因となります。 

を使用してください。指定 

A 

♦コード類は、運転操作の巧 


LU 外の物を使用すると、本 

げとならないよラにしてく 


機内部の部品を傷めたり、 


ださい。ステア1」ング•シ 


故障や火災の原因となりま 


フトレバー-ブレーキぺダ 


す。 


ル等に卷さ付<と危険で 

〇 

参カーアダプターのコードび 


す。 

傷んだら（お線の露出、断 
線など）交換を販売店また 
はカシオテクノ修理相談窓 
口にご依頼ください。その 
まま使用すると乂災-感電 
の原因となります。 




A 注意 


A ♦車体やねじ部分•シート 
レールなどの可動部に配線 
をはさみ込まないよラにミ主 
意してください。断線や 
ショートにより、事故や乂 
災-感電の原因となること 
びあります。 

^ ♦助手席エアバッグ装着車で 
心 ご使用になる場合は、シス 

テムの作動に影響する位置 
には絶対に置かないで<だ 
さい。 


© 参カーアタプターの巧さ差し 
は、イグニッションキーを 
「オフ」にしてから行ってく 
ださい。ショートによる感 
電やケガの原因となること 
びあります。 

A 参運転中の音量は、車外の音 
び聞こえる程度でご使用く 
ださい。車外の音び聞こえ 
ない状態で運転すると、事 
故の原因となることびあり 
ます。 

A ♦車から降りるときは、必ず 
方ーアダプターをシガレッ 
トライターソケットか日巧 
いてください。車のバッテ 
I」一びあびることびありま 
す。 








使用上のごま意 


■電源について 

♦ 指定しソがの A C アダプターやカーアダプターは使わないでください。指定!;(がの A C アダプ 
夕一やカーアダプターを使用すると故障や火災など思わ城事故の原因となります。 

♦ 電源コードを AC アダプター本体にききつけたりしないでください。傷びついたり破損して、 
火災•感電の原因となります。 

■取り扱い上のごま意 

♦ お手入れにはベンジンなど化学囊品は使わないでください。ケースび変質したり、塗料びは 
びれたりします。巧れのひどいときは柔日かな布を薄い中性洗剤に浸し、固く絞って拭いて 
<ださい。 

♦ スピーカー部分に、泥や砂び入らないようにま意してください。 

♦ ミ谷室用洗剤び本機にかからないようにしてください。かかった場合は速やかに洗い流してく 
ださい。 

♦ 石けんやシヤンプーびついたとさは洗い流してください。 

♦ 本機および U モコンに熱いお湯(目 crcL 处上)びかか日ないよラにしてください。また、熱いお 
湯の中に落とした場含変形等により故障することびあります。 

■極端な温度下や日差しの強い場所には放置しないでください 

♦ 窓を閉めきった自動車內、直射日光の当たるところ、暖房器具の近くなどには放置しないでくだ 
さい。本機の変形や、液晶パネルの故障の原因となります。(保存温度範囲:一2日む〜十日日で） 

♦ 〇でより低温、4日でより高温になると映りび悪くなったり、正常に動作しなくなることびあ 
りますび故障ではありません。常温に戻ると回復します。（使用温度範囲:〇で〜40む） 

♦ 低温での使用は、電池持続時間び短くなることびあ0ます。 

■結露について 

♦ 本機を;令え切った状態のまま暖かい室内に持ち込んだり、急に室温を上げたりしまずと、動 
作部に露び生じ(結露)、本機の性能を十分に発揮できなくなることびあります。このような 
場合には、約]時間ほど放置するか、徐々に室温を上げてか5使用してください。 

■レンズのお手入れ 

♦ レンズの汚れは、映像や音声の乱れの原因とな0ます。市販 
のカメラ用ブ□アーなどを使ってレンズをク U —ニングし 
てください。市販のレンズク U —ナ ー、 ディスクク U —ナー 
は使用しないでください。 

《レンズには直接ふれないようにしてください。また、ク 
U —ニングの時、強い力を加えないよラにして < ださい。 

■その他の注意 

♦ ディスクの読み込み中は操作できない場含びあります。 

♦ 他の機器と接続するときは、正しく接続してください。 

♦ 接続を変えるときは、電源を切り、 AC アダプターを取りがしてください。 

♦ 再生中に本機へ振動をちえないでください。 

♦ 再生中は本機を移動させないでください。 







■このよラな場所では、テレビが映りにくいことがありまず。 


♦放送局から遠くはな 
れていたり、山やビ 
ルのかげになつてい 
る場所。 

参高圧線、ネオン、無 
線局などび近< に 
あって巧害電波び多 
い場所。 



参移動中の電車の中や 
自動車の中 

♦線路、高速道路の近 
くや、航空路の下。 



♦地下街、トンネル 
や、気密性の高い建 
物（高層ビルなど）の 
中。 
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防かについてのごを意 

本機は日常生活上の防水*び施されており、雨や雪、水しぶきびかかるところでも使える防水 
仕様となってお0ますび、次の点に十分ごミ主意の上ご使用くださし、。 

※防水機能： J に IPX 目/ IPX 7( 旧 J に保護等級目耐水あ/7防浸お)相当 


(1) 故意に水の中には入れないでください。誤ってお風呂の中に落とした場含は、すぐにおい 
上げてください。 

(2) 多量の水をかけないでください。 

(3) 水請れ後は、乾いた清潔な巧で水を拭き取ってください。 

※本機巧部びショートする恐れびありますので水滴び付着したまま放置しないでくださ 
い。 

※寒冷地では本機に水滴び付着していると、凍結することがあ0ます。凍結したままで使 
用すると故障の原因になります。水滴び付着したまま放置しないでください。 

(4) 水びかかる恐れびある場をは、ディスクドア、端子カバー、本機の電池フタ、リモコンの 
電池フタを確実に閉めてご使用 < ださし、。 

(曰）ディスクドア、端テカバー、本機の電池フタ、 U モコンの電池フタを閉じるとき、パッキ 
ンに微細なゴ S (髪の毛や砂粒など)び挟ま5ないよラごま意ください。 

(目）ディスクドア、端テカバー、本機の電池フタ、リモコンの電池フタは、防水機能を維持す 
るための大切な部品ですので、パッキンを取0がしたり、ミちれや傷びつかないよラにごを 
意ください。 

(7) 防水機能を維持するため、定期的 (2 年に]度)に点検(有償)することをお勧めいたします。 

(8) 水まわりでご使用の場合、外部アンテナ端テのカバーは閉めてください（※アンテナコード 
CF -2 目2使用時は除く)。ジャック部に水び浸入しても防水機能は維持できますび、ジャッ 
ク部に水び溜まった状態で使用すると、故障の原因となる場合びあります。 


水の中でお使いになったり、端テカバーを開けた状態でお使いになると、水び侵入します。水 
の侵入による製品の不良については保証期間内でち保証対象外となりますのでごを意くださ 
い。 


アナ □ グ放送か S デジタル放送への移行 
について_ 

本機は地上アナ□グ放送終了後、テレビ放送を見ることびできません。 


デジタル放送への移巧スケジュール 

地上 デジタル放送は、関東、中京、近畿の=大広域圏の一部で2 日日 3年12月から開始され、そ 
の他の地喊でも2 006年末までに放送び開始される予をです。該当地域における受信可能エ U 
アは、当初限定されていますび、順次拡大される予定です。地上アナ□グ放送は2 日 1 ] 年7月 
に、目 S アナ□グ放送は2 日] 1年までに終了することび、国の方針として決定されています。 
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ディスクについて 


■再生でをるディスク 

本機は、け下のディスクび再生でさます。 


再生可能ディスク 

フォーマット 

DVD、DVD + R、DVD + RW 、 

CD 、 仁 D - R 、 CD-RW 

DVD ビデオ、 SVCD 、 ビデオ CD (バージョ 
ン].1/2.0)、 MPEG 2 

音楽 CD ( CD - DA )、 MP 3、 WMA 、 JPEG . 
CD-G 


図 

£更 

• DVD はビデオモードで記録され、フアイナライズ(ほかの機器でを再生でさるよラにする最終処理） 
した物び再生でさます。 

• DVD - RAM 、 DVD オーディオ、 CDV は再生できません。 

• VR モードで録画された DVD - R.DVD + RW は再生でをません。 

• データの作り方や、ディスクの状態、録画/録音機器の状態によっては再生でをないことびありまず。 
• デジタル放送などの「一回だけ録画可能」番組を記録したディスクは再生でをません。 


■ DVD のリージョン番号について 

U —ジョン番号とは、地域により、 DVD ディスクとプレーヤーに決め5れた番号です。 

本磯のリージョン番号はに」です。リージョン番号のマークびに」か「2」び含まれている、また 
は 「 ALU び表示された DVD ディスクび再生できます。 
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■ディスクのごま意 


■ディスク取扱上のご注意 

♦ 再生面に触れないよラに持ってくださ 
い。 


ラベル 

面 

再生面 


• 再生面はちちろん、ラベル面 
にち紙やテープなどを貼5な 
いで <ださし、。 


■ディスク使用上のごま意 

ひびやそりのあるディスクは絶対に使わな 

いで < ださい。 

♦ 再生中、ディスクはプレーヤー内で高速 
で回転しています。ひび割れや変形した 
ディスク、またはテープや接着剤で補修 
したディスクなどは危険ですから絶対に 
使用しないでください。 

♦ ディスクに指紋や巧れびついたときは、 
やわ5かい布などで、放射状に軽くふき 
とってくださし、。 




■ CD 規格がディスクについて 

♦ ラベル面に Eii ® マークの 入つたちのな 
ど JIS 規格に合致したディスクをご使用 
ください。 CD 規格がディスクを使用さ 
れた場含には再生の保証は致しかねま 
す。また再生でをた場含であつてち音質 
の保証は致しかねます。 


■特殊おがのディスクについて 

X 風 x< 


A - 卜型や八角形な 
ど特殊形状のデイス 
クは使用しないでく 
ださい。機器の故障 
の原因とな0ます。 


■音のエチケット 


薩 


楽しい音楽ち時と場所によっては 
気になるをのでず。隣り近所への 
i 配慮（おもいやり）を十分いたし 
ましよラ。ステレオの音量はあな 
たのむびけ次第で大きくもルさくもなりま 
す。特に静かな夜間にはルさい音でを通り 
やすいちのです。夜間の音楽鑑賞には特に 
気を配りましよラ。窓を閉めたり、ヘッド 
ホンをご使巧になるのちひとつの方法で 
す。お互いにむを配り、快い生ま環境を守 
りましよラ。 



• 長い間使用しないとさ 
は、本機か5取0出 
し、ケースに入れて保 
管して < ださし、。 


c®> 
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■ディスクの用語について 

通常、 DV □は全体び大きく「タイトル」で区切られ、その中び「チャプター」でルさく区切6れてい 
ます。 


DVD 


1 タイトル 1 1 

1 タイトル 2 1 

L 」 

1 タイトル N 1 

チヤプター 

チヤプター 

L..J 

チャプター 

1 12131415161718 1 -H -卜 -|n 

1 121314151 已 |7|8 |-H - 卜 -|n 

1 121314151 已 |7|8 |-H - 卜 -|n 


また、 CD やビデオ CD は、その中び「トラック」で区切5れています。 


CD. ビデオ CD 


I トフック I II 卜つッ タ 2 |[ トフッソ n I 

(1 曲目） （2 曲目） 

本徽ま「タイトル」、「チャプター」、「トラック」を単位にして、スキップ、サーチを行います。 


♦ ディスクを無断で複製、放送、有線放送、公開演奏、レンタルすることは、法律で禁止さ 
れています。 


♦ 本機はマク□ビジョン社な5びその他の権利ちび所有する米国特許およびその他の知的 
財産によって保護された著作権保護技術を搭載しています。この著作権保護技術の使用 
はマク □ ビジョン社の許可び必要であり、マク □ ビジョン社の許可なしでは一般家庭お 
よび特定の視聴用に制限されています。分解•改造することは禁止されています。 


♦ 本機はドルビーラボラトリーズか5の実施権に基づを製造されています。 

♦ ドルビー、 Dolby 、 ダブル□記号はドルビーラボラトリーズライセンシングコーポレー 
シヨンの商標です。 


♦ 「スぺシャライヴー」はデスパー•プ□ダクツ社とのライセンス契約に基づき製造されて 
います。み巧柄/たが®およびシンボル•マークは、デスパー•プ□ダクツ社の登録商標で 
ず。 


参その他本書に記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 


/ \ 

♦ 本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一ご不明な点や誤りなど、 

お気付さの点びございました5、ご連絡ください。 

♦ 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご 
利用になるほかは、著作権法上、当社に無断では使用でをませんのでごを意ください。 

♦ 本書および本機の使用により生じた損失、逸失利益または第云ちか!5のいかなる請求に 
ついてち当社では一切その責任を負えませんので、あ5かじめご了承ください。 

♦ 本書の内容に関しては、将来予苦なく変更することびあ0ます。 

V _/ 
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主な特長 


参 7 V 型 ( DV -7 日 0 W )/9 V 型 ( DV -9 日 0 W ) のワイド液晶モニターを搭載した DVD プレーヤー 
内蔵防水カラー液晶テレビです。 

♦ 本体、リモコンは防水。お風呂場、プールサイドなどでもご利用でさます。 

防水機能: J に IPX 目/ IPX 7( 旧」に保護等級目耐水あ/7防浸あ）相当 

♦ DVD ソフトのほかにも、 DVD ± R 、 DVD ± RW (ビデオモードのみ)や音楽 CD の再生びでき 
ます。 

《本機は VR モードで録画された DVD - R ， DVD ± RW の再生には対応しておりません。 

♦ DVD 音声は、ドルビーデジタルデコーダ内蔵(日. Ich ダウンミックス2か）。サラウンド機能 
付(スぺシャライヴー3□回路内蔵による臨場感あふれるサラウンド効果)。 

♦ テレビ巧蔵。 VHF 1 〜] 2 ch 、 UHFl 3〜目 2 ch の才ールチャンネルと CATV の C 1 3〜 C 38 も 
楽しめます。 

& CATV はヴービスの行われている地域のみ受信可能です。受信する為には CATV 尝社と 
の受信契約び必要です。詳しくは CATV 会社にお問い合わせください。 

♦ テレビ音青は、ステレオ、音青多重対応。 

♦ 内蔵充電池、家庭用電源、カーバッテ U — (別売のカーアダプター使用時）と、使ラ場所に合わ 
せて選べる3電源方式。 

♦ タイマー機能搭載。次の2通りに使えます。 

カウントダウンタイマー：設定時間経過後、アラーム音と表示でお知らせします。 

ス U —プタイマー ：設定時間経過後、電源オフ（スタンバイ状態）になります。 
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初めてお使いになる方へ 


♦ 最初に r 安全上のごを意」、「使用上のごを意」、「防水についてのごま意」を必ずお読みくださ 
し、本機は、これ日のミ主意事項を理解されたうえ、正しくお使いください。 


■本書の使い方 

操作説明について 

♦ 特に断りびない場合、操作は U モコンのボタンで説明しています。 

本書で使われているマークについて 

I 本巧 1 :本体で操作することを表します。 

[ uixTl : U モコンで操作することを表します。 

同 :本書の中の別の場所を参照していたださたいことを表します。 

:各種の補足情報や、操作上のヒントなどを表します。 

IE :ごま意いただをたい内容や重要なことを表します。 


■使い方の概要 

♦ 詳しくは、該当する項目を参照してください。 

1リモコンに電池を入れ、内蔵充電池を充電してください。 

家庭巧電源でご使巧になる場含は AC アダプターを 

接続してください。 .(^ r 準備」 （22 ページ) 

2 DVD や CD などのディスクを再生するには . 岡「ディスクを再生する」に8ぺージ) 

3テレビを見るには ....... f ^ r テレビを見る」 （38 ページ) 

4タイマーやその他の機能を使ラには . f ^ r 便利な機能を使ラ」 (4 目ページ) 

5香種の設定を変えるには . 「設定メニューの使い方」（曰已ページ) 
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6が部機器や、が部アンテナ、 

カー アダプターなどを接続するには 


(^ r 接続について」（色2ページ) 















同お品一覧 
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各部の名祿 


■本体 

前面 


[ I / O ] 電源ボタン 

口 VD / TV / が銅モード切換ボタン 
[音至+、一」音重んタン 


アクティブアンテナ 


外部アンテナ端子 



端モカバー 
端子カバー巧 
電源入力端子 
脚、 1/の] 主電源スイッチ 
[ n ] ヘッドホン端子 

(ヘッドホンは付属してし、ません) 


U モコン受光部 
電源/巧電巧ランプ 


* 電源/充電巧ランプ表示の意味 


[■◄◄ I 前方向スキップボタン 
[►►1]次方向スキップボタン 
[■] 停止ボタン 

[►/ II ]再生/-時停止ボタン 
モニター 

DV - 700 W :7 V 型 
DV - 900 W :9 V 型 
(図は DV - SOOW です） 

[DVD メニュ ー] 

DVD メニューボタン 

[<]、[>] 

左方向ボタン、ち方向ボタン 
[チヤンネルー V 、+ 八] 

チヤンネルー、下方向ボタン 
チャンネル+、上方向ボタン 
[決茵 
ず定ボタン 


スピーカー 


消む 

主電源「切」およびスタンバイ時。充電完了時。 

ホ点む 

電源オン中です。 

緑点む 

内蔵充電池を充電中でず。 

緑点滅 

充電待機中(充電可能な湿度範囲が)です。 

ホ点滅 

内蔵充電池の故障でず。 


裏面 


ディスクドア□ック 


ディスクドア 


端子カバー 
端子カバー内 
S 映像出力端子 
映像入出力端子 
光デジタル出力/ 
音声入出力端子 



電池フタ 
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スタンド 




















■リモコン胁水) 


[輝度切觀ボタン- 
廣示切觀ボタン 
[モード切換]ボタン 


[日]〜[引数値ボタン 
[1] 〜 [12] ダイレクト 
チヤンネルボタン 


[音声切換/音声]ボタン 


[時間表示切換]ボタン 
阵哥ボタン 
[アングル]ボタン 
[DVD メニュ ー ] ボタン- 
[ズーム]ボタン 
[タイトル / P 巨 C ] ボタン 


[リピート]ボタン 
[ A - 日] A - B 間リピートボタン 
[ス □-] ス□-再生ボタン 
[サーチ]ボタン 


-廣源]ボタン 


^巧ノ 


風 

置盾） 
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の 
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岐 



資 

が田お;、 
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:© 

魯 
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ら加） 

曾] 

チの*ル- 
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レ PBC； 

愛 

(i レ…') 

一巧》止/ 

© 

© 

0 

呈运レ 

© 

呈巧 1) 

けづ 

け 

お 

お) 


[タイマー]ボタン 
に ATV ] ボタン 
7設赶ボタン 
[ミュート]ボタン 


-[言量 +] 音量調節ボタン 

- [►] 、[決定]再生/決定ボタン 

[<]]、[[>] 

左方向ボタン、ち方向ボタン 
[チヤンネルー▽、+公0 
チヤンネルー、下方向ボタン 
チヤンネル+、上方向ボタン 

-[音量一]音量調節ボタン 

- [■] 停止ボタン 

一時停止/コマ送りボタン 
[■◄◄ I 前方向スキップボタン 
[►►1]次方向スキップボタン 
[イイ] 早戻しボタン 
[►►巧送りボタン 


電池フタ（裏面） 


図 

♦ リモコンは、本体前面の U モコン受光部に対して+30度の範囲で操作してください。 









































































準備 

■リモコンの 準備 

ご使用の前に、付属の IJ モコン庙電池を入れてください。 

U モコンの電池を入れるには 

1コイン(硬貨)を使って、電池フタををに回して外しまず。 


1」モコン（背面) 



P 古い電池を取り出して、新しい電池に R 203吕)を入れまず。 

「+」記号び見えるよラに入れる。 



3 電池フタを電池を押さえるように載せ、コイン(硬貨)を使って、電池フタをちに回 
して閉めまず。 

図 

• 電池フタはもに止まるまで回してください。確実に閉まっていない場合には、リモコン内部に水び入り 
故障の原因となります。 



画 

• U モコンの電池持続時間の目安は、ご使用の頻度によりますび、約]年です。 
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■内蔵充電池で使ラには 

内蔵充電池は、お買い上げまでの自然放電により、満巧電状態ではありません。初めてご使用になる時には必 
ず充電してください。 


充電時間 約已時間 


図 

S m 

♦ 本体の端子カバーび開いているとをは防水になりません。 

♦ 充電することびでさる温度範囲は、己で〜3已むです。 

♦ 巧電用ランプび赤色で点滅しているとをは内蔵充電池の故障です。お買い上げの販売店、またはカシオ 
テクノ修理相談窓□に修理を依頼してください。 

♦ 巧電中、内蔵巧電池び熱を持ちまずび、故障ではありません。 

♦ 内蔵充電池の残り容量びかなくなると、モニター画面の左下に「電油残量表示」 （2 己ページ）び表おさ 
れ、赤色の点滅を始めます。また本体の動作び不安定になることびあります。この場合、内蔵充電池を 
充電して < ださい。 

♦ 内蔵充電池は、充電/放電を約300回繰り返すことびでさます（使用状況によって異なります)。正し 
く充電しても電池持続時間び善しく短い場合は内蔵充電池の寿命です。内蔵巧電池の交換に関しては必 
ずカシオテクノ修理相談窓□にご相談ください。有償にて内蔵巧電池の交換をいたします。内蔵充電池 
は消耗品ですので保証期間巧でち保証対象外となります。 

♦ 電源/充電用ランプび赤色で点滅しているとをは内蔵充電池の故障です。お買い上げの販売店、または 
カシオテクノ修理相談窓□に修理をご依頼ください。 

♦ AC アダプターは、長時間ご使用になりますと熱を持ちますび、故障ではありません。 


巧電するには 


1左側面の端モカバーのつまみを r 解除」側に回してカバーを開きま 
ず。 
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2 付属の AC アダプターを図の様に接続しまず。 



3 

4 

5 

6 
7 


ま電源スイッチを1/ の 側にしまず。 

• 本機使用中は充電されません。充電ずるとをは必ず電源ボタンを巧してスタンバイ状態にしてください。 


電源/充電用ランプび緑に点なし、充電が始まりまず。 

巧電が終了ずると、電源/充電用ランプが消'なしまず。 

AC アダプターを抜きまず。 

端テカバーを巧さえつけなが6、つまみを r □ック」側に止まるま 
で回しまず。 
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電池持続時巧 


動作 

輝度切換 

DV-700W 

DV-900W 

DVD 再生 

標準 

約2時間]已分 

約2時間 

節電 

約2時間4己分 

約2時間3□分 

テレビ 

標準 

約3時間3□分 

約3時間] 5分 

節電 

約4時間 

約3時間45分 


♦ 十分に充電し、周囲温度2己む、適切な音量で使巧した場合のめやすです。大さめの音量で使用したり、 
低温下では短くなります。 

♦ 電地持続時間は、内蔵充電油の初期状態での数値です。電池の特性上、充電/放電を繰り返すと電池持 
続時間は短 < なります。 

♦ 輝度切撰はリモコンの[輝度切換]で設定してください。 i^r 輝度切換（節電機能)」 （53 ページ） 


電池殘量表示_ 

内蔵充電池び消耗すると、モニター画面に電池残量の目安を表示します。 



♦ 電池残量表示は、動作状況や周囲温度により電池残量の目安と異なる場合びあります。 

♦ 電迪残量び表示されるのは、1；(下の場合です。表示時間は約4秒間です。 

電源を入れたとを （AC アダプターを使用していないとを)。 

電源び入っている状態で AC アダプターを外したとを。 

♦ 電池残量は「充電必要」な状態になると常に赤色で点滅します。冉 C アダプターを接続して内蔵充電池 
を充電してください。 
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■家庭用電源で使うには 

本機は家庭用電源で右ご使庙になれまず。 

図 

重 S 

♦ 本体の端子カバーび開いているとさは防水になりません。 

♦ AC アダプターは、長時間ご使用になりますと熱を持ちますび、故障ではありません。 

♦ 長期間ご使用にならないとさは、 AC アダプターを本体およびコンセントから取りがしてください。 


ち側面の端子カバーのつまみを r 解除」側に回してカバーを開をま 
ず。 




P 付属の AC アダプターを 図の様に接続しまず。 



3 ま電源スイッチをレの側にしまず。 
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■へッドホン(市販品)を使うには 

• 本機にヘッドホンは付属していません。 



へッドホン(市販品) 



